A characteristic change in ventilation mode during exertional dyspnea in patients with chronic heart failure by ヨコヤマ, ヒロシ & 横山, 裕司
Osaka University









< 55 } 
横 山 裕ひろ 司
博 士(医 学)
第 1 2 125 τEヨコ








A characteristic change in ventilation mode during exertional 















対象は NYHA i[，\機能分類 E度-ill度の慢性心不全患者43 {7IJである。年齢は平均 53才であり，基礎疾患は拡張型心


















なった。症例ごとに検討すると，この換気モードの異常は，呼吸困難(+)群20例中 17例 (85 %)において認められ
たが，呼吸困難(ー)群では 23 例中 2例 (9 %)にしか認められず，呼吸困難検出における換気モード異常の感受性は
85%，特異性は 89%であった。












動中の l 回換気一呼吸回数関係の急激な平坦化により特徴づけられること，治療による労作時呼吸困難の改善時には l
回換気量一呼吸回数関係も正常化することが明らかになった。本研究は労作時呼吸困難の客観的評価法を初めて開発
した点で重要である。本研究は慢性心不全の病態の理解および心不全治療の評価において貢献すること大であり，学位
の授与に値すると考えられる。
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